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呼氣内炭酸張力測定ニヨル胃内酸度ノ推知ニ就テ

       岡山醫科大學柿沼内科教室(主任柿沼教授)

       醫學 士 瀧 川 克 巳

       醫學 士 古 田 壽 次

          [昭和13年9月20日 受稿]

      第1章 緒 論

 諸種 胃疾患 ノ診斷及 ビ治療 ニ際 シ,豫 メ胃酸 分

泌 ノ状態 ヲ知曉 スル事ハ極 メテ樞要 ナル所ナ レド

モ患者 ノ状態如何 ニヨ リテハ胃液採取不可能 ナル

ハ屡 々經驗 スル所 ニシテ.カ カル場 合 ニ胃液分泌

ノ状況 ヲ推知 シ得ベキ他 ノ方法 ヲ案出 シ得 レバ甚

ダ好都合ナ リ.

 輓近 胃内酸 分泌 ト血液炭酸張 力 トノ間 ニ甚 ダ密
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接 ナル 關係 ノ存 スル事 知 ラル ル ニ及 ビ,其 ノ曙 光

ヲ見 田 スニ至 リタ リ ト雖 モ,尚 ホ 且詳 細 ナ ル研 究

ニ乏 シ キ ガ如 シ.余 等 ハ 茲 ニ於 テ呼 氣 内炭 酸 張 力

測 定 ト同時 ニ分 劃 的 胃液 採 取 試 驗 ヲ併 セ行 ヒテ.

兩者 ノ關係 ヲ檢 索 シ,其 ノ間 ニ略 ボ一 定 ノ關 係 ガ

存 スル モ ノ ナル 事 ヲ證 明 シ得 タル ト共 ニ,聊 カ實

用 ニ供 シ得 ル成績 ヲ收 ムル事 ヲ得 シ ヲ以 テ,茲 ニ

公 示 セ ン トス.尚 ホ本 論 文 要 旨 ハ 昭 和7年2月 第

43囘 岡 山醫 學 會總 會 ニ テ發 表 セ リ.

      第2章 實 驗 方 法

 1) 呼 氣 採取:ハPleschノ 法 ニ據 リ,即 チ 患

者 ヲ前 日 ノタ 食後 ヨ リ成 ル可 ク 安靜 ニ寝 臺 上 ニ臥

セ シ メ,翌 朝 空 腹 時 ニ「十 二 指 腸 ゾ ンデ」ヲ胃中 ニ

達 スル迄 嚥 下 セ シ メタ ル後,Zunz'scher Mund-

stuckノ 附 セ ル内 容 約2L.ノ 護 謨嚢 内 ニ呼 氣 ヲ呼

出 セ シ ム.其 ノ際 先 ヅ楕 圓形 ノ護謨 片 ヲロ唇 ト齒

齦 ノ間 ニ挿 入 シ,之 ト直角 ニア ル2枚 ノ護 謨 片 ヲ

上 下 門 齒 ノ間 ニ入 レ,一 定 時 間外 氣 ヲ呼 吸 セ シ ム.

其 ノ際 兩 鼻孔 ハNasenklemmeニ テ 閉鎖 セ リ.カ

クテ呼 吸 ガ平 靜 ニ復 スル ヲ待 チ テ後,吸 氣 ト同 時

ニdreiwege Hahnヲ 廻 轉 シ.護 謨 嚢 内 ニ正 常 大

ノ呼 吸 ヲ 命 ズ.該 呼 吸 ハ 約20-25秒 間 ニ7囘 呼

出 セ シ メ,最 後 ニ強 キ呼 田 ヲ命 ジ テ後 速 ニ活 栓 ヲ

鎖 シテ檢 スベ キ呼 出氣 ヲ採 取 セ リ.

 2) 炭 酸 張 力測 定:上 述 ノ如 ク ニシ テ採 取 セ ル

呼 出 氣 ヲ,速 ニ第1圖(a)ニ 示 スガ 如 ク,約5g

ノ「鹽化 カ ル シ ユ ー ム」中 ヲ通 過 セ シ メ,含 有 水 分

ヲ吸收 セ シ メタ ル後,豫 メ調節 セ ルKnipping's-

eher Drehspulengalvanometerニ 導 キ,炭 酸 瓦

斯100分 率 ヲ計測 セ リ.即 チ 反 對 側 ニ 附 着 セ ル

Gummiballヨ ニ リ,毎10秒 ニ100cc位 ノ割 合

ニ8-9囘 吸 引 シ タル 後,指 示 サ レ タル 炭 酸 瓦 斯

%量 ヲ讀 ミ取 リ,同 時間ニ氣 壓 ヲ測 定 シ,次 ノ公 式

ニ ヨ リテ換 算 ス レバ,靜 脈 性 炭酸 張 力 ヲ得 ベ シ.

公式: 炭酸瓦斯%× 氣壓/

100
=炭 酸 張力

第1圖 Knipping'scher Drehgpulengalvanometer.

 3) 分劃 的 採 取:呼 氣採 取 ト同時 ニ豫 メ挿 入 セ

ル「十 二指 腸 ゾ ンデ」ヲ通 ジ,注 射 器 ヲ用 ヒテ 胃液

ヲ吸 引 シ,體 位 ヲ靜 カ ニ變 化 シテ充 分 採 取 シ盡 シ

テ,第1囘 檢 査 ヲ終 ル.次 デ試 驗 食 トシテ,Eh-

rmann'sche Alkoholmethodeノ 變 法 ナル 我 教

室 村 山氏 法 ニ據 リ,3%ノ 酒 精200gヲ 飲 マ シ メ

タル後,30分 毎 ニ呼 氣 及 ビ 胃液 採 取 ヲ同時 ニ行

ヒ,呼 氣 内炭 酸 張 力 ハ前 述 ノ如 ク ニ計 測 シ,胃 液

ノ鹽 酸 定 性 ニハKongorot紙 ヲ用 ヒ.遊 離 鹽 酸 ノ

定 量 ニハTopfer氏 法 即 チ0.5%ノDimethyla-

midoazobenzol酒 精 溶 液 ヲ指 示藥 トシテN/10苛

性 曹 達 液 ヲ以 テ滴 定 セ リ.若 シ遊離 鹽 酸 缺 如 セル
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場 合 ニハN/10鹽 酸 溶液 ヲ用 ヒ テ 其 ノ負數 慶 ヲ測

定 セ リ.總 酸 度測 定 ニハPhenolphthalein酒 精

溶 液 ヲ指 示 藥 トシテN/10苛 性 曹 達溶 液 ヲ加 ヘ テ

滴 定 セ リ.又 乳 酸 ノ證 明 ニハUffelmann氏 法 ヲ

用 ヒ,血 液 竝 ニ膽 汁 ハ大 體 肉 眼 的 ニ計 測 セ リ.

     第3章 自 家 實 驗 成 績

 (I) 對 照 例

 先 ヅ胃液 分 泌 ノ略 ボ正 常 状態 ニア ル ト考 ヘ ラル

ル患 者 ニ於 テ炭酸 張 力 及 ビ胃 液 ヲ分劃 的 ニ採 取檢

査 シテ對 照 トセ リ.

第1表 及ビ其 ノ附圖

 第1例 ○ 野 ○ 次 ○ 男 45歳(第1表 及 ビ其

ノ附 圖)

 即 チ 圖 ニ示 スガ如 ク,炭 酸 張 力 ハ 空腹 時 ニ於 テ

37.8,試 驗 食給 與 後 上昇 シ,1時 間後 最 高46.2ニ

達 シ,其 ノ後漸 次 下 降 シ,2時 間 後 ニ 至 レバ 略 ボ

正 常 ニ恢 復 ス.空 腹 時 ノ値 ト最 高 ノ差 ハ8.4ナ リ.

遊 離鹽 酸 ハ空 腹 時 ニハ極 メテ少 ク3ヲ 示 シ,試 驗

食後30分 ニ シテ 著明 ニ上 昇 シ,1時 間 後 最 高38.5

ヲ示 シ,後 減 少 シテ正 常 値 ニ復 ス.總 酸 度 ハ 略 ボ

遊離 鹽 酸 ニ竝行 的 ニ増 減 セ リ.本 例 ニ於 テハ 多 少

酸 度 ニ關 係 ヲ及 ボ ス膽 汁,血 液,粘 液,乳 酸 ハ殆

ド證 明 セ ラ レズ,又 食 殘 滓 モ見 ラ レザ リキ.本 例

ノ炭 酸 張 力及 ビ酸 分 泌 状 態 ハ略 ボ正 常 ニ存 スルモ

ノ ト考 ヘ テ可 ナ リ.

 (II) 胃酸 過 多 症

 第2例 ○ 上 ○ 平 男32歳 胃酸 過 多症(第2

表)

第2表

 本例 ハ 臨牀 上 胃酸 過 多 症 ト診 斷 サ レタル モ ノニ

シ テ,空 腹 時 ノ遊離 鹽 酸 ハ 表 示 ノ如 ク2ニ シ テ略

ボ 正常 ナ レ ドモ,試 驗 食 投 與 後 急 激 ニ上 昇 シ,30

分後 ニハ61.0ト ナ リ最 高 値 ヲ示 シ,其 ノ後 急 激 ニ

減 少 シ,2時 間後 略 ボ 正常 ニ復 ス,總 酸 度 ハ 之 ト

竝 行 シテ上 下 ス.炭 酸 張 力ハ 空 腹 時 ニ於 テ ハ對 照

ニ比 シ稍 々高 値 ヲ示 シ,試 驗 食 投 與 後急 激 ニ上昇

シ,30分 ニシ テ 最 高54.9ヲ 示 シ,其 ノ 後 漸 次 降

下 シ テ正 常 トナ ル.炭 酸 張 ガ ハ 一般 ニ對 照 ニ比 シ

稍 々高 値 ヲ示 シ,抗 試 驗 食 後 ノ上昇 著 明 ニ シ テ空
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腹時 トノ差 ハ10.98ナ リ.

 第3例 ○ 口○ 兵 男52歳 十二指腸潰 瘍(第

3表)

      第3表

 本 例 ハ 胃液 檢 査 ノ結 果,膽 汁 ノ稍 々強 キ 胃 内逆

流 ガ起 リ シニ モ拘 ラ ズ,空 腹 時 ニ 於 テ モ 總 酸 度

74遊 離 鹽 酸54ヲ 示 シ,「 ア ル コール」試驗 食投 與

後30身 ニ及 ベ バ 急 激 ニ上昇 シ,總 酸 度98.7遊 離

鹽 酸 ハ92ヲ 示 シ,著 シ キ胃酸 分泌 過 多 ノ状態 ヲ呈

セ リ,カ カ ル強 キ 胃酸 分 泌 ハ其 ノ後 間 モ ナ ク急 激

ニ減 少 シ,試 驗食 後2時 間 ニ於 テ ハ總 酸 度30,遊

離 鹽 酸12ヲ 示 セ リ,斯 ノ如 キ 酸 分 泌過 多症 ニ於

ケ ル炭 酸 張 力ハ 既 ニ空腹 時 ニ於 テ モ 對 照 ニ比 シ

稍 々高 ク,41.6ヲ 示 シ,試 驗 食 投 與後 急 激 ニ上 昇

シ最 高58.4ヲ 示 シ,其 ノ差 ハ13.8ト ナ リ,其 ノ上

昇 度 ハ正 常 ニ比 シ著 シ ク著 明 ナ リ.而 シ テ胃 内酸

度 ハ 試驗 食 給與 後1時 間 半 ニシ テ急 激 ニ降 下 スレ

ドモ,炭 酸 張 力 ノ下 降 ハ之 ニ 伴 ハ ズ 徐 々 ニ 降 下

シ,而 モ2時 間 半 ヲ經 過 ス ル モ 未 ダ 初 値 ニ復 セ

ズ.

 第4例 ○野 ○郎 男36歳 胃 潰瘍(第4表)

 本 例 ハ 第3例 ト稍 々相 似 タル 曲線 ヲ示 セ リ.空

腹 時 ニ其 ノ酸度 比 較 的 低 カ リシ モ,試 驗食 給 與 後

急 激 ニ 上昇 シ,1時 間後 ニ至 レバ 總 酸 度78.5,遊

離 鹽 酸74ノ 最 高 ヲ示 シ,其 ノ後 急 激 ニ 降 下 シ2

時 間後 ニハ 各 々40.7, 28.0ト ナ レ リ.然 レ共其 ノ

後30分 ニ シ テ再 ビ稍 々上昇 シ,空 腹 時 ニ於 テ尚 ホ

相 當 高 ク,且 遊 離 鹽酸 度 モ 著 明 ニ シ テ,空 腹 時 分

第4表

泌 ア ル ヲ物 語 レリ.此 際 炭 酸 張 力 ヲ觀 ル ニ,試 驗

食前 ニ於 テハ 略 ボ正 常 ナ ル モ試 驗 食 給 與 後 急 激 著

明 ニ上 昇 シ,其 ノ差15.5ヲ 示 ゼ リ.其 ノ後 酸 度 ノ

降 下 ニ伴 ヒ テ 炭 酸 張 力 モ 漸 次 下 降 ノ 傾 向 ヲ辿 ル

モ,其 ノ動 遙 大 ニ シテ 正常 ニ迄 降 下 セ ズ.本 例 モ

亦 膽 汁 ノ逆流 ア リ.

 第5例 ○ 保 ○ 一 男56歳 胃酸 過 多症 及 ビ幽

門 狹 塞(第5表)

第5表

 空 腹 時 ニ於 ケル 酸 度 ハ 略 ボ對 照 ニ近 似 ス.試 驗

食投 與 後 半 時 間 ニ於 ケ ル總 酸 度 竝 ニ遊 離 鹽酸 ノ上

昇 モ比 較 的 少 シ.但 シ此 際 ノ 胃液 量 ガ他 例 ニ比 シ

著 シ ク多 量 ナ リ.次 デ2時 間後 ニ至 レバ,胃 酸 度

ハ 正 常 ヨ リ 稍 々高 値 ヲ示 シ,2時 間半 後 ニモ尚 ホ

著 明 ナ ル降 下 ヲ見 ズ.斯 ノ如 ク胃 内酸 度 ガ時 間 的

ニ遲 レテ上 昇 セル 例 ニ於 テモ,炭 酸 張 力 ハ 既 ニ最

初 ノ半時 間 ニ於 テ最 モ著 明 ニ上 昇 シ,其 ノ最 高 ト

ノ差 ハ11.6ヲ 示 シ正 常 ヨ リ其 ノ差 大 ナ リ.又 其 ノ

後 ニ於 ケル 動 搖 モ著 シキ ヲ觀 ル.
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第6例 ○旗○一 男55歳 胃潰瘍(第6表 及

ビ其 ノ附圖)

     第6表 及 ビ其 ノ附 圖

 空 腹 時 ニ於 テモ 著 シ ク高 キ遊 離 鹽 酸 ヲ證 明 シ,

更 ニ試 驗 食 給與 後30分 ニ シテ稍 々上 昇 シ,1時 間

後 ニ至 リテ最 高 トナ リ,其 ノ後 漸 次 下 降 セ リ.而

シ テ約2時 間 ニ シ テ 最 低 ニ達 ス レ共 尚 ホ60ヲ 示

シ常 ニ高 値 ニア リ.總 酸 度 モ略 ボ之 ニ竝 行 シ テ増

減 セ リ.カ カルSecretio continuaノ 際 ニ於 ケ ル

炭 酸 張 力 ノ状 態 ヲ觀 ル ニ,空 腹 時 ニ於 テモ甚 ダ 高

ク51.5ヲ 示 シ,試 驗 食 後 ハ却 テ降 下 セ リ.更 ニ1

時 間 後 再 ビ上昇 シ テ 最 高58ヲ 示 シ,次 デ下 降 シ,

2時 間 後 最 低46ト ナ リ,2時 間半 後 再 ビ稍 々上昇

シ50ヲ 示 セ リ.而 シ テ其 ノ最 低46モ 正常 値 ニ比

シ テ カ ナ リ高 ク,正 常 ニ降 下 スル コ トナ シ.

  (III) 減酸 症

 第7例 ○ 井○ カ 女53歳 胃癌(第7表 及

ビ其 ノ附 圖)

     第7表 及 ビ其 ノ附 圖

 空 腹 時 ニハ遊 離 鹽 酸 ヲ缺 如 シ,總 酸 度 ハ4ヲ 示

シ,試 驗 食投 與 後半 時 間 ニ シテ遊 離 鹽 酸9.5,總 酸

度13ヲ 示 シ,次 デ1時 間 後夫 々 最 高 ニ 達 ス レ ド

モ,何 レモ 正 常 ニ比 シ甚 ダ低 シ.其 ノ後 漸次 降 下

シ略 ボ初 値 ニ復 ス,斯 ノ如 ク胃液 ハ 減 酸 状 態 ニア

リ且血 液 及 ビ粘 液 ヲ稍 々多 量 ニ混 ジ,又 乳 酸 ヲ證

明 セ リ.此 際炭 酸 張 力バ 空 腹 時 ニ30ヲ 示 シ,對

照 ニ比 シ テ著 シ ク低 ク,試 驗 食投 與後 ハ 胃酸 過 多

症 ニ於 ケル 場 合 ト反 對 ニ 却 テ著 シ ク降 下 シ,21.5

トナ リ,其 ノ後 漸次 上 昇 シ,略 ボ初 値 ニ復 セ リ.

 第8例 ○ 合○ 一 男46歳 胃噴 門 部 癌(表 及 ビ

圖 ヲ略 ス)
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本例 モ著シク減酸 ノ存在 ヲ證 明 シ,試 驗食投 與

後30分 ニシテ 總酸度16,遊 離鹽酸5ヲ 示 セ ドモ

其 ノ後急激 ニ降下 シテ共 ニ缺損度 ヲ認 メタ リ.炭

酸張力モ對照 ニ比 シ著 シク低値 ニア リ,其 ノ動搖

モ極 メテ微弱 ナ リ.一 般 ニ第7例 ニ相 似タル 曲線

ヲ觀 タ リ.

第9例 ○田○一 男42歳 胃加答兒及 ビ腦 黴

毒(第8表)

第8 表

本例 ニ於 テハ胃液中稍 々多量 ノ粘液 ト少量 ノ血

液 ヲ證 明セ リ,空 腹時 及 ビ試驗食投與後30分 ハ

遊離鹽酸 ヲ缺如 シ,總 酸度 モ 低 シ.1時 間後遊離

鹽酸8,總 酸21ヲ 示シ,其 ノ後著明 ナ ル増減 ナ

シ此際 ニ於 ケル炭酸張力ハ試驗食投與後1時 間ニ

シテ一時降下 ス レ共間モ ナク恢復 シ大 ナル動搖 ヲ

示サズ.

(IV) 無酸症

第10例 ○毛○ ト 女56歳 胃幽門部癌(第

9表 及 ビ其 ノ附圖)

第9表 及ビ其 ノ附圖

胃幽門部癌腫 ノ確定 セル1例 ナ リ.空 腹時 ノ遊

離鹽酸ハ著明ナル缺損度 ヲ呈 シ,試 驗 食投與後30

分 ニシテ 尚 ホ-20ヲ 示 セリ.總 酸度ハ空腹 時13

ヲ示 シ,試 驗 食投與後ハ却 テ稍 々降下シ,其 ノ後

次第 ニ初値ニ復 ス.胃 液内 ニハ多量 ノ膽汁 ヲ證明

シ且多少 ノ粘液 ヲ混 ゼ リ.此 際炭酸張力ハ空腹時

28.5ニ シテ,對 照 ニ比 シ著 シク低 ク,旦 試驗食給

與後稍 々降下 シ,約2時 問 ニシテ初 値ニ復 セリ.

其 ノ増減 モ亦割 合小 ニシテ 最 高最低 ノ差6.9ニ 過

ギズ.

第11例 ○本 〇四郎 男38歳 胃癌及 ビ縱隔膜

轉移(表 及 ビ附圖 ヲ略 ス)

本例 モ前例 ト略ボ同樣 胃内游離鹽酸 ヲ缺如 シ,

總酸度一般 ニ低 ク,炭 酸 張力モ對照 ニ比 シ一瘢 ニ

低 値ニシテ最高32.13,最 低27.15ナ リ.

第12例 ○護 ○太 男21歳 慢 性胃加答 兒

(第10表)

胃液 内遊離鹽酸 ヲ缺如 セル本例 ニ於 テハ試驗食

投與後 モ遊離鹽酸ハ-3ヲ 示 シ.總 酸度 モ低値ニ

シテ著 シキ動搖 ヲ示 サズ.炭 酸張力ハ 一般 ニ對 照
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ニ比 シ著 シ ク低 ク,且 其 ノ變 動 モ微 弱 ナ リキ.

第10 表

第13例 ○山○子 女37歳.胃 噴門部癌(第

11表)

第11 表

噴 門部 癌 ノ本 例 モ亦 遊 離 鹽酸 ヲ缺 如 シ且總 酸 度

モ低 値 ニア リ.炭 酸 張 力ハ 試驗 食投 與 後 幾 分減 少

スル モ,間 モ ナ ク上 昇 シ テ初 値 ニ復 ス.其 ノ最 高

最 低 ノ差 モ小 ニシ テ7.6ニ 過 ギ ズ.

(V) 其 ノ他 ノ疾 患

第14例 ○ 崎 ○ 太 男48歳 膽 石症(第12

表)

膽 石症 ノ1例 ナ リ.胃 液 ハ空 腹 時 ニ於 テモ多 量

ニ シ テ旦 著 明 ニ膽 汁 ヲ混 ゼ リ.遊 離 鹽酸 ハ空 腹 時

ニ著 明 ニ高 ク,試 驗 食投 與後1時 間 ニシ テ急 激 ニ

降 下 セ リ.總 酸 度 ハ略 ボ之 ニ竝 行 シテ 降下 セ リ.

炭 酸 張 力ハ 略 ボ 對 照 ニ相 似 タ リ.

第12 表

第4章 總 括 竝 ニ考 察

生體 内 ニ於 ケ ル鹽酸 基 平 衡 状 態 ガ諸種 生物 學 的

反 應 殊 ニ呼 吸 作 用,血 液 緩 衝 作 用,物 質 中間 代 謝.

腎臟 調節 機 能,胃 及 ビ腸 液 分 泌,食 餌 等種 々 ノ因

子 ト甚 ダ密 接 ナル 關 係 ヲ 有 ス ル 事 ハ,既 ニ幾 多

ノ研 究 ニ ヨ リ漸 次 闡 明 ニ サ レ宛 ア リ.就 中Hen-

derson, Michaelisニ ヨ リ血 液Alkalireserveト

Kohlensaureノ 間 ニ
CO2/

NaHCO3
=kガ 存 在 スル事

明 カ トナ レ リ.又Haldane, Priestleyニ ヨ レバ

炭酸 張 力 ハ 同 一 個 人,同 一 條 件 ノ下 ニア リテハ 一

定 ナ レ ドモ,條 件 ノ變 動 ニ從 ヒテ炭 酸 張 力 モ變 動

シ,物 質代 謝障 碍時,例 ヘバ 糖 尿病 患者 ニ於 テハ

炭酸 張 力 ノ 降 下 ア リ.又 靜 脈 性炭 酸 張 力 ニ 對 シ

テ,組 織 内炭酸 生成 ノ増 減 ガ一 定 ノ關 係 ヲ有 シ,

身體 ヲ運 動 セ シ ム レバ,炭 酸 張 力 ハ一 時 的 ニ上 昇

ス.又 呼 吸 亢 進 ガ炭 酸 張 力 ヲ一 時降 下 セ シ ムル 事

ハ.Haldane, Poultonノ 立證 セ シ所 ニ シ テ,又

逆 ニ少 量 ノ空 氣 ヲ呼 吸 セ シ ム レバ,炭 酸 張 力 ハ 上

昇 ス トセ ラル.即 チ吸 入 氣 少 量 ナ レバ漸 次 高 キ炭

酸 張 力 ヲ有 スル空 氣 ヲ吸 入 スル事 トナ リ,高 キ炭

酸 張 力 ニ達 セ ル循 環 血 ハ 更 ニ組 織 中 ヲ循 環 シ,之

ガ1循 環 時 間 ヲ越 ユ レバ,靜 脈 性炭 酸 張 力ハ 正 常

以 上 ニ上 昇 スル ヲモ ツテ呼 氣 採 取 時 ニ於 テ試 驗 時

間 ヲ1循 環 時 ナル55.4秒 ヲ超 過 ス ベ カ テザ ル ナ

リ.又 實 驗 時 患 者 ノ 口腔 中 ニMundstuckヲ 挿 入

スル際 ニ,呼 吸 ハ 一 時 的 ニ加 速 或 ハ 靜 止 シ,從 ツ
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テ炭 酸 張 力 ニ動 搖 ヲ及 ボ ス事 ア リ.余 ハ 上述 ノ如

キ諸點 ニ一 定 ノ注 意 ヲ用 ヒ,Pleschノ 法 ニ 從 ヒ,

Mundstuck挿 入 後 一定 時 間 外 氣 ヲ呼 吸 セ シ メ,

其 ノ平靜 ニ復 スル ヲ待 チ テ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

扨 テ 胃液 分 泌 ノ状態 ハ齊 シ ク 胃酸過 多症 ニ於 テ

モ,酸 度 曲線 ハ 各 個體 ニ ヨ リ各 々異 リ,試 驗 食 後

30分-1時 間 ニ シテ急 激 著 明 ニ上 昇 シ,間 モ ナ ク

再 ビ急 激 ニ降 下 シテ 空腹 時 ノ状態 ニ復 歸 スル モ ノ

ア リ(2, 3例).又Secrerio continuaト 一般 ニ唱

ヘ ラルル 所 ノ,空 腹 時 竝 ニ 試 驗 食 給 與 後4-5時

間 ヲ經 過 スル モ常 ニ高 度 ノ胃 内酸 度 ヲ保 持 スル モ

ノ ア リ.(6例)或 ハ 此 兩者 ノ移 行型 ガ無 數 ニ觀 ラル

更 ニ「ア ル カ リ性 」ナル十 二指 腸 液 ノ著 明 ナル 胃 内

逆流 ニ ヨ リ,或 程 度 マデ 胃酸 度 ノ中 和 サ レタ リ ト

推定 セ ラル ル モ ノ ア リ.是 レ試 驗 食 タル 「アル コ

ー ル」ノ性 質及 ビ 「十二指 腸 ゾ ン デ」ノ位置 及 ビ其

ノ刺 戟 ガ重 大 ナル 關 係 ヲ有 ス ト考 ヘ ラル ル モ又 各

個體 ニ ヨ リ胃 液分 泌 ノ状 態 ヲ異 ニ スル モ ノア リ.

次 ニ 胃液 分 泌 ト血 液 炭 酸 張 力 ノ上 昇 トノ間 ニ如 何

ナ ル關 係 ノ存 スル ヤ.Porges, Leimdorfer, Mar-

covici, Hasselbalch, Higgins, Erdt, van Slyke,

Stillmann, Cullen等 ハ食 後 ニ 炭 酸 張 力 ノ上昇 ア

ル事 ヲ證 明 シ,旦 之 ガ胃 内遊 離 鹽 酸 ト重 大 ナル關

係 ヲ有 ス ト唱 ヘ タ リ.即 チ 血 中 ノCl'ハHト 結 合

シテ 鹽酸 トナ リ,胃 内 ニ分泌 ヒラ ル ル モ ノ ニ シ

テ,血 液Cl'ノ 減 少 ハ「ア ル カ リ」ノ増 加 ヲ來 シ,

殘 存 セルNaハ 遊離 炭 酸 ノ一 部 ト結 合 シテ重 炭 酸

曹 達 トナ リ,血 液 ハ 強 キAlkaloseヲ 惹 起 スベ キ

筈 ニ シ テ,從 ツテ重 曹 ト平 衡 状態 ニア ル炭 酸 張 力

ノ上 昇 ヲ來 ス.然 レ共 該Alkaloseハ 呼 吸 ニ ヨ リ

低 下 トセ シ メ ラルル ト共 ニ,尿 ハ速 カ ニ 「アル カ

リ性」ニ傾 キ テ,之 ヲ調 節 スル モ ノ ナ リ ト.Por-

ges, Leimdorfer, Marcovici等 ノ此 説 ハ 今 日一

般 ニ是 認 セ ラル.又Jansen, Kahrbaumニ ヨ レ

バ,炭 酸 張 力 ハ 胃液 分泌 ノ初 期 ニ上 昇 ス レ共,該

分泌 下 降 後 モ 尚 ホ炭 酸 張 力 ノ上 昇 ガ持 續 スル モ ノ

ナル 事 ヲ認 メ,氏 等 ハ之 ヲ血 液Cl'ノ 減 少 ニ 據 ル

ベ シ ト唱 ヘ タ リ.Kauders, Porgesニ ヨ レバ,炭

酸 張 力 ノ上 昇 ハ,胃 酸 過 多症 ニ於 テハ,正 常 ノ分

泌 状 態 ニ於 ケ ル 時 ヨ リモ 高 ク,且 此 際 胃 ノ休 息 時

ニ於 テ モ比較 的 高 キ炭 酸 張 力 ヲ維 持 スル モ ノナ リ

ト唱 ヘ タ リ.余 ノ成 績 モ良 ク之 ト一 致 シ,胃 酸 過

多症 ニ於 ケ ル靜 脈 性 炭 酸 張 力 ハ對 照 例 ニ比 シ一 般

ニ高 値 ヲ示 シ,且 試 驗 食 給 與 後 ノ胃 内酸 度 上昇 ニ

一 致 シ テ甚 ダ著 明 ナル 上昇 ヲ來 シ,其 ノ後 ノ動 搖

モ著 シ キ ヲ常 トス.Secretio continuaニ 於 テハ

空腹 時 ノ炭 酸 張 力 ハ 更 ニ高 ク 第6例 ニ於 テハ 其 ノ

値51.5ヲ 示 セ リ.然 レ共 試 驗 食 給 與 後 ニ於 ケル炭

酸 張 力 ノ上昇 著 明 ナ ラズ シ テ,却 ツ テ一旦 降 下 セ

ルハ 注 目 ニ價 スル所 ナ リ.無 酸 症或 ハ 減酸 症 ニ於

ケル靜 脈 性炭 酸 張 力 ハ 一 般 ニ其 ノ値 低 ク,平 均 約

30前 後 ニシ テ,胃 酸 過 多症 ニ於 ケル ヨ リモ約10

低 シ.又 試 驗 食 給 與 後 ニ於 テ 著 明 ナ ル炭 酸 張 力 ノ

上 昇 ヲ認 メズ,殊 ニ無酸 症 ニ於 テハ 此 際 炭 酸 張 力

ノ降下 ガ屡 々證 明 セ ラ レ,炭 酸 張 力 ノ動 搖 ガ一 般

ニ輕 微 ナル ヲ認 ム.Kauders, Porges兩 氏 モ之 ニ

一 致 シ,無 酸 症 ニ於 ケ ル炭 酸症 張 力 ノTagessch-

wankungskurveハ 平 坦 ナル 曲線 トナ リ 又 ハ小 ナ

ルnegative Zackeヲ 示 ス ト唱 ヘ タ リ.又Kau-

ders, Porges, Enders, Veil. Habbard氏 等 ハ 胃

癌 ノ際 ニハ炭 酸 張 力 ガ著 シ タ低 キ コ トヲ指 示 シ,

之 ヲKachexieニ ヨル水 血症 及 ビ食 鹽 ノ潴 溜 ニ ヨ

ル モ ノナ リ ト述 ベ タ リ.以 上 要 スル ニ余等 ハ 胃液

檢 査 ノ困難 ナ ル場 合 ニ炭 酸 張 力 ヲ計 測 シ,其 ノ高

値 ヲ示 シ,旦 食 後 ニ於 ケル 上昇 ノ著 明 ナル ハ.胃

酸 過 多症 ト考 ヘ ラ レ,之 ニ反 シ炭酸 張 力 ガ 低 ク其

ノ動 搖 モ微 弱 ニ シ テ,殊 ニ食 後 却 ツテ炭 酸 張 力 ノ

下 降 ヲ示 スモ ノハ 減酸 症 或 ハ無 酸 症 ナ リ ト推 定 ス

ル事 ヲ得,之 ヲ以 テ胃 及 ビ十 二指 腸 疾 患 ノ診 斷 及

ビ治 療 ノ 一助 トナ ス コ トヲ得 ル モ ノ ト信 ズ.

第5章 結 論

1) 胃内 酸 度 ノ低 キ時 殊 ニ遊 離鹽 酸 ヲ缺 如 セル

如 キ場 合 ヲ除 キ テハ.靜 脈 性炭 酸 張 力 ハ大 體 胃酸
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度 ニ竝 行 シテ變 化 ス.

2) 炭 酸 張 力 ノ最 大 變化 ハ 胃酸 度 ノ上 昇 期 ニ一

致 シ テ現 ル.

3) 炭 酸 張 力 ノ上 昇 ハ,胃 酸 過 多 症 ニ於 テ ハ,

其 ノ他 ノ場 合 ニ於 ケ ル ヨリモ 高 ク.且 此 際 胃 ノ休

息 時 ニ於 テ モ比 較 的 高 値 ヲ持 續 ス.

4) Secretio continuaニ 於 テハ 空 腹 時 ニ於 テ

モ異 常 ニ高 キ炭 酸 張 力 ヲ示 スモ ノナ レ其 食後 ニ於

ケ ル上 昇 ヲ缺如 ス.

5) 無酸症或 ハ減酸症 ニ於 テハ炭酸張 力ハ一般

ニ低 ク且食後 ノ動搖 モ微 弱ナ リ.殊 ニ無酸症 ニ於

テハ食後却 ツテ炭酸張力 ノ降下 ヲ屡 々認 ム.

(昭 和10年3月 脱稿)

擱筆 ニ當 リ終始御懇爲 ナル御指導 ト御校閲

ノ勞 ヲ辱 フセシ柿沼教授竝 ニ北 山教授 ニ深謝

ス.
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Aus der Medizinischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama 

 (Direktoren: Prof. Dr. K. Kakinuma u. Prof. Dr. K. Kitayama).

 Experimentelle Studien uber die Beziehungen der venosen Kohlensaure-

      spannung zur Aziditat des Nagensaftes. 

 Von 

        Katsumi Takigawa und Hisaji Furuta. 

         Eingegangen am 20. September 1938.

  Man nimmt neuerdings an, dass die Kohlensaurespaunung mit der Aziditat des 

Magensaftes im enger Beziehung steht; jedoch liegen bisher nur ungenugende Unter-

suchungen vor; daher haben wir versucht, die Beziehungen der venosen Kohlensaure-
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spannung zur Aziditat des Magensaftes bei Kranken durch Serienuntersuchungen bei 

alkohol-haltiger Mahlzeit klar zu machen. 

  Die Ergebnisse siud folgende. 

  1) Bei der Untersuchung, die wir ausfuhrten, stieg die venose Kohleusaure-

spannung bei Hyperaziditat beim Beginn der Saftsekretiou sprungweise an, d.h. eine 

halbe Stunde nach dem Probefruhstuck zeigte sich eine deutliche Steigerung der 

 Kohlensaurespannung, und gleichzeitig eine starke Salzsauresekretion. 

 2) Aber bei Hyper- oder Anaziditat fehlte nicht bloss der Anstieg der Kohlen-

saurespannung, sondern diese zeigte einen niedrigeren Wert als bei Hyperaziditat.

  3) Es lasst sich umgekehrt aus dem Fehlen des erwahnten Anstieges der Kohlen-

saurespannung auf das Fehlen der Magensaftssekretion schliessen. 

 4) Bei starker Nuchternsekretion wie bei secretio continua fehlt haufig die Anstieg 

nach der Mahlzeit und zugleich kommt es zu erheblichen Steigerung der Nuchternheits-

werte der Kohlensaurespannung. 

  Die vorliegenden Untersuchungen haben also eine enge Beziehung zwischen der 

 Kohlensaure der Alveolarluft und der Magensaftssekretion ergeben. (Autoreferat)
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